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１．研究計画の概要 ５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 

本研究は、原子核構造をクラスター的描像の
見地から理論的に解明する。特に最近注目さ
れている軽い安定核領域および不安定核領
域の弱結合状態に注目し、 
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「クラスター的性質と平均場的性質の共存」
に関する未知現象の解明と理論的予言を行
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(1)ヘリウム同位体および炭素同位体におけ
る奇妙なクラスター構造の解明を進める。特
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